
JGOG1085S「子宮頸癌に対するメトホルミンの有効性についての後方視的検討」 

 

【研究目的】 

本研究は、JGOG（特定非営利活動法人・婦人科悪性腫瘍研究機構；Japanese Gynecologic 

Oncology Group）参加施設において過去に治療を受けた子宮頸癌患者さんを対象として、糖尿病

の合併の有無と、糖尿病薬としてのメトホルミン使用の有無を調査することにより、子宮頸癌の治

療に及ぼすメトホルミンの影響について検討することを目的としています。 

 

【研究方法】 

JGOG 参加施設で過去に治療を受けた子宮頸癌患者さんの以下のような診療情報を集積し、メ

トホルミンという糖尿病薬が、子宮頸癌の治療にどう影響しているかを調べます。 

・診断時の年齢・身長体重・病歴など 

・糖尿病合併の有無・メトホルミン使用の有無など 

・子宮頸癌の診断日・進行期・病理診断（組織型・リンパ節転移の有無など）など 

・子宮頸癌の再発の有無・再発日や再発部位など 

 

【研究背景】 

メトホルミンは、フランスで承認された 1959 年から糖尿病治療に用いられている内服薬で

す。近年、糖尿病だけでなくがんの治療にも効果があることが分かってきており、実際にメトホル

ミンを服用していた方は子宮頸癌のリスクが低下したという海外の報告もあります。また、現在各

種のがんに対してメトホルミンを投与する臨床試験が進行中ですが、子宮頸癌に関するデータは乏

しいのが現状です。 

子宮頸癌は、アジアやアフリカ等の発展途上国に患者さんが多く、経済的・設備的な事情によ

り、高額な治療は受けられない患者さんも多くいらっしゃいます。メトホルミンは、比較的安価で

安全性が高く、糖尿病治療に広く用いられている薬です。もしメトホルミンの投与が子宮頸癌治療

に有効であれば、安くて安全な薬を、日本だけでなく発展途上国でも子宮頸癌治療に利用できるよ

うになるかもしれません。 

そこで、まずは過去に子宮頸癌の治療を受けた患者さんについて、糖尿病合併の有無やメトホル

ミン使用の有無により、子宮頸癌の治療成績がどう影響を受けていたかを調べる研究を計画しまし

た。 

 

【研究対象】 

下記の調査対象 1、及び 2 に該当する方を対象としています。 

 

調査対象 1; 

子宮頸癌 stage II-IVA で、2013 年 1 月 1 日— 2015 年 12 月 31 日までの 3 年間に、初回治

療として放射線療法または化学放射線同時療法を受けた（治療が開始された）方のうち、糖尿病を

合併している方。 



 

調査対象 2; 

子宮頸癌 stage IVB または再発・残存子宮頸癌に対し、2016 年 5 月 23 日(日本での子宮頸癌に

対するベバシズマブ保険承認日)—2017 年 12 月 31 日までの約 1.5 年間に、ベバシズマブを含

む全身化学療法を受けた（治療が開始された）方。 

 

 

【調査期間】 

 年月日から 2021年 3 月 31日 

 

【研究機関・組織】 

 特定非営利活動法人婦人科悪性腫瘍研究機構（JGOG）子宮頸癌委員会および JGOG 登録参加施

設 

 

jgog.gr.jp/institution/institution_map.html 

 

  

【外部への情報提供について】 

本研究は、韓国 Korean Gynecologic Oncology Group（KGOG）と共同で行う国際共同研究で

す。研究機関および JGOG/KGOG 事務局へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスで

きない状態で行います。患者さん個人とデータとを連結するための対応表は、自治医科大学附属病

院産婦人科学講座の研究責任者が保管・管理し、外部への提供は行いません。 

 

【疫学研究の情報公開について】 

疫学研究とは、人の病気の原因・病態の解明，および予防・治療の方法の確立を目的とする研究

です。 

この疫学研究は、自治医科大学医学系等倫理審査委員会の承認を得たうえで、自治医科大学学長

の許可を受けています。すでに記録されている臨床情報をもとに行われるため，対象となる患者さ

んにあらたにご負担をおかけすることはありません。また、この研究の結果は、専門の学会や学術

雑誌に発表されることがあります。 

もしも、この疫学研究にご自身の情報を使用されることに同意されない方は、下記の本学の連絡

先へご連絡ください。解析対象から除外させていただきます。同意されない場合でも、診療上であ

なたが不利益を被ることは一切ありません。また研究に関して、ご不明の点がございましたら、い

つでも担当医師へお問い合わせください。 

 

 

【当院の研究責任者連絡先】 

自治医科大学産婦人科 伊藤千紗 

〒329-0498 栃木県下野市薬師寺 3311-1 

TEL：0285-58-7376 FAX：0285-44-8505 

 

【苦情の窓口】自治医科大学臨床研究支援センター臨床研究企画管理部管理部門 



電話：0285-58-8933 

【代表者連絡先】  

新潟大学産婦人科 西野幸治 

〒951-8510 新潟県新潟市中央区旭町通 1-757 

TEL：025-227-2320 FAX：025-227-0789 

 

 


